
6月22日[土]  →  9月1 日[日]
会場 :高知城歴史博物館 3階特別展示室
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武家の服飾
山内家伝来装束の世界

開
館
時
間:

９
時
〜
18
時
（
日
曜
日
は
８
時
〜
18
時
）※

展
示
室
へ
の
入
室
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

休
館
日:

会
期
中
無
休

観
覧
料:

７
０
０
円
（
団
体
20
名
以
上 

５
６
０
円
）※

高
知
城
と
の
セ
ッ
ト
券 

９
０
０
円

主
催:

高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
（
公
益
財
団
法
人
土
佐
山
内
記
念
財
団
）

○
高
校
生
以
下
は
無
料
　
○
高
知
県
・
高
知
市
長
寿
手
帳
所
持
者
は
無
料

○
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
被
爆
者
健
康
手
帳
所
持
者
と
介
護
者
（
１
名
）
は
無
料

※

観
覧
券
は
当
日
の
み
有
効
。（
年
間
観
覧
券
は
除
く
）
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❶ 記念講演会
「戦国武将のファッション  
　　　　　陣羽織に求められた機能と美」

日時：7月13日（土）14時～15時30分
場所：当館１階ホール
定員：80名（先着順）※参加費無料

講師：長崎 巌 氏（共立女子大学名誉教授・丸紅ギャラリー副館長）

❷ 山内家資料修理説明会
「山内家伝来服飾資料・陣羽織の修理」

日時：8月24日（土）14時～15時30分
場所：当館１階ホール
定員：80名（先着順）※参加費無料

講師：矢野 俊昭 氏、幸道 萌香 氏（株式会社 染技連）

❸ 企画展担当学芸員による展示解説
日時：6月30日(日)、７月28日(日)　10時30分～（30分程度）
場所：当館3階特別展示室（集合場所：３階土佐史探索室前）
※参加費無料（要観覧料）

❹ 夏休み工作教室
「型染でオリジナルの作品を作ってみよう！」
日時：①７月27日（土） ②８月18日（日） いずれも10時～12時
場所：当館１階実習室
定員：各回12名（小学生対象／申込多数の場合は抽選）
※参加費 300円（染めるもの＜Tシャツなど＞は各自でご用意ください）

❺ 親子でたのしむ展示見学会
「なぞとき美術鑑賞！」
日時：①８月３日（土） ②８月17日（土） いずれも10時 ～（70分程度）
場所：当館１階実習室・3階特別展示室
定員：各回６組（小学生対象／申込多数の場合は抽選）
※参加費無料　

❻ ワークショップ
「陣羽織をデザインしよう！」

日時：会期中いつでも
場所：当館3階ハンズオンコーナー
※参加費無料（要観覧料）

《 ❶ ❷ 申込方法 》電話・FAXにて氏名・電話番号をお知らせください
  5月21日（火）より受付開始

《申込方法》 電話・FAXにて氏名・住所・電話番号・希望日をお知らせください
《受付期間》 5月21日（火）～7月20日（土）

《申込方法》 電話・FAXにて氏名・住所・電話番号・希望日をお知らせください
《受付期間》 5月21日（火）～7月25日（木）

関 連 行 事

自分が着てみたい模様を描いて、
　　　　　　　陣羽織をデザインしてみよう

武家の服飾
山内家伝来装束の世界

「
土
佐
和
紙
の
ち
か
ら 

〜
文
化
財
補
修
用
紙
の
今
〜
」

令
和
６
年
／
２
０
２
４
年

前
期 : 

９
月
14
日（
土
）〜
10
月
27
日（
日
） 

後
期 : 

10
月
30
日（
水
）〜
12
月
８
日（
日
）

金地雪持南天団扇色紙散文様唐織　
 白地牡丹唐草文様緞子具足下着
２代藩主山内忠義所用　
 
浅葱麻地丸三柏紋付裃
 
南蛮帽
初代藩主山内一豊所用　

緋羅紗地斜縞文様三柏紋付陣羽織
15代藩主山内豊信（容堂）所用　
 濃萌黄地丸三柏紋付熨斗目
 紫羅背板地二十三夜月文様陣羽織
5代藩主山内豊房所用　
 

紙衣
２代藩主山内忠義所用　

　

武
を
も
っ
て
天
下
を
争
っ
た
時
代
、戦
に
お
け
る
武
将
た
ち
の
装
い
は
、

身
体
を
保
護
す
る
だ
け
で
な
く
武
士
と
し
て
の
精
神
と
自
ら
の
信
念
を

込
め
る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

泰
平
の
世
と
な
っ
た
江
戸
時
代
に
は
、
戦
の
装
い
が
武
士
の
象
徴
と
し
て

作
ら
れ
続
け
る
一
方
で
、
幕
府
に
よ
る
服
制
の
整
備
や
式
楽
と
し
て
の
能
の

発
展
が
武
家
の
装
い
に
新
た
な
展
開
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

土
佐
藩
主
山
内
家
に
は
、
初
代
山
内
一
豊
か
ら
16
代
山
内
豊
範
ま
で
、

歴
代
土
佐
藩
主
所
用
の
装
束
が
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

時
代
の
風
潮
や
藩
主
の
個
性
を
感
じ
ら
れ
る
貴
重
な
服
飾
資
料
で
す
。

　

本
展
で
は
、
山
内
家
伝
来
装
束
を
通
し
て
、
武
家
の
装
い
に
備
わ
る

機
能
と
美
、そ
し
て
そ
こ
に
垣
間
見
え
る
武
士
の
す
が
た
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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黒羅背板地日輪文様陣羽織　
初代藩主山内一豊所用　

表

Attire of the Warrior Elite
The Yamauchi Textile Collection


